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埋
蔵
文
化
財
で
は
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
発
見
と
か
、

稲
荷
山
古
墳
鉄
鉱
銘
文
の
解
読
と
か
、
太
安
万
侶
墓
誌

の
発
掘
と
か
、
こ
の
所
毎
年
の
よ
う
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
遺
物
遺
跡
の
出
現
が
報
告
さ
れ
る
が
、
文
献
で

は
そ
う
い
う
花
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス
は
な
い
。
社
寺
旧
家

の
記
録
文
書
は
一
応
調
べ
つ
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
の
で
、

よ
く
よ
く
の
こ
と
が
な
い
限
り
新
し
い
発
見
は
期
待
さ

れ

な

い

と

思

っ

て

い

た

。

‘

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
く
よ
く
の
こ
と
が
、
昭
和
五
十

五
年
冷
泉
家
の
秘
庫
開
扉
と
い
う
思
い
も
か
け
ぬ
ニ
ュ

ー
ス
と
な
っ
て
、
日
本
中
を
か
け
め
ぐ
っ
た
か
ら
、
人

ぴ
と
の
驚
き
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
中
で
も
こ
の
秘
庫
の

内
容
に
、
か
な
わ
ぬ
夢
を
抱
い
て
い
た
国
史
国
文
の
学

者
の
喜
び
は
た
と
え
よ
う
も
な
か
っ
た
。
私
も
そ
の
ひ

と
り
で
あ
る
。
か
つ
て
史
料
編
纂
所
長
在
職
中
、
所
貝

の
希
望
も
あ
っ
て
、
何
と
か
拝
見
許
可
を
取
り
付
け
ら

れ
ぬ
も
の
か
と
関
係
方
面
に
接
触
し
た
が
、
・
不
調
に
終

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
ひ
と
し
お
身
に
し
み
て
、

こ
の
喜
ぴ
を
か
み
し
め
だ
。

調
査
は
平
安
博
物
館
の
角
田
文
衛
氏
を
主
班
と
す
る

館
貝
諸
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
早
く
も
明
月

記
五
十
六
巻
、
定
家
自
筆
の
拾
遺
愚
草
、
藤
原
為
家
自

筆
譲
状
四
通
、
永
仁
五
年
書
写
の
豊
後
風
土
記
な
ど
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
記
録
、
文
書
、
典
籍
の
存
在
が

確
認
さ
れ
て
、
さ
す
が
に
期
待
に
た
が
わ
ぬ
古
文
献
の

宝
庫
で
あ
る
と
人
ぴ
と
を
喜
ば
せ
た
。

も
と
も
と
冷
泉
家
の
当
主
為
任
氏
が
秘
庫
の
開
扉
に

踏
み
き
っ
た
の
は
、
時
勢
に
か
ん
が
み
、
歴
代
の
宝
物

を
公
開
し
て
学
界
に
役
立
た
せ
る
と
共
に
、
永
久
の
保

存
を
強
力
な
機
関
に
よ
っ
て
図
ろ
う
と
い
う
点
に
あ
っ

た
。
当
然
そ
の
た
め
に
財
団
法
人
の
組
織
作
り
が
考
え

ら
れ
た
。
発
起
人
会
は
五
十
五
年
か
ら
五
十
六
年
に
か
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化
庁
の
調
査
が
、
五
十
六
年
七
月
と
十
月
の
二
回
に
わ
定
家
は
後
世
歌
聖
と
仰
が
れ
、
冷
泉
家
の
家
学
は
和
氏
は
、
為
相
は
当
時
十
歳
の
少
年
で
あ
り
、
異
腹
の
長

た
っ
て
行
わ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
発
見
さ
れ
歌
で
あ
る
か
ら
、
秘
蔵
さ
れ
た
典
籍
が
和
歌
に
関
す
る
子
為
氏
を
さ
し
お
い
て
の
譲
渡
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
譲

た
。
と
く
に
第
二
回
の
調
査
で
、
定
家
自
筆
の
古
今
和
も
の
の
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
状
は
恐
ら
く
母
の
阿
仏
尼
に
あ
て
た
も
の
で
あ
り
、
後

歌
集
、
後
撰
和
歌
集
の
古
写
本
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
の
文
書
典
籍
で
、
歴
史
の
徴
証
と
し
て
貴
重
な
も
の
も
半
の
侍
従
殿
の
宛
所
は
、
案
を
書
写
し
た
さ
い
の
加
筆

国

文

学

研

究

の

上

に

大

き

な

意

義

を

も

っ

て

い

る

。

古

少

な

く

な

い

。

＇

か

と

推

測

し

て

い

る

。

と

こ

ろ

が

自

筆

譲

状

を

見

れ

ば

、

今
和
歌
集
に
は
幾
種
も
の
系
統
の
写
本
が
あ
る
が
、
そ
そ
の
類
で
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
も
の
は
、
定
家
の
日
案
文
が
宛
所
を
欠
い
て
い
る
前
半
も
「
阿
仏
御
房
へ
」

の
中
で
定
家
の
書
写
校
訂
し
た
本
が
広
く
世
に
行
わ
れ
記
明
月
記
で
あ
る
。
定
家
は
十
九
歳
か
ら
八
十
歳
く
ら
と
宛
所
を
記
し
、
後
半
も
「
侍
従
殿
」
と
あ
っ
て
、
加

る
。
そ
の
定
家
本
に
も
貞
応
二
年
(
―
二
二
三
）
書
写
本
い
ま
で
日
記
を
書
き
続
け
、
そ
の
量
は
百
十
巻
に
達
す
筆
で
は
な
い
。
た
だ
年
月
日
が
案
文
と
は
ち
が
う
。
こ

と
嘉
禄
二
年
(
―
ニ
ニ
六
）
書
写
本
の
二
種
が
名
高
い
。
る
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
初
期
に
お
け
る
公
家
社
会
の
微
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
こ

貞
応
本
は
二
条
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
古
写
妙
な
空
気
や
和
歌
を
中
心
と
す
る
文
化
的
事
象
な
ど
を
の
自
筆
譲
状
の
原
本
が
発
見
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

本
は
な
い
。
嘉
禄
本
は
嘉
禄
二
年
四
月
九
日
定
家
書
写
知
る
に
は
、
こ
れ
に
ま
さ
る
史
料
は
な
い
。
古
来
名
記
譲
状
は
所
領
に
関
し
て
も
重
要
な
事
項
を
記
し
て
い

の
奥
書
が
あ
り
、
為
家
・
為
相
と
譲
ら
れ
た
冷
泉
家
伝
と
し
て
そ
の
名
が
高
い
が
、
早
く
か
ら
原
本
の
一
部
が
る
。
伊
勢
国
小
阿
射
賀
御
厨
の
預
所
職
、
播
磨
国
細
川

来
の
秘
本
で
あ
る
。
そ
の
嘉
禄
本
の
原
本
が
発
見
さ
れ
世
間
に
出
て
、
断
簡
零
墨
と
い
え
ど
も
好
事
家
の
珍
蔵
荘
の
地
頭
職
を
阿
仏
尼
に
譲
り
、
や
が
て
為
相
に
渡
す

た
の
は
、
当
然
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
す
る
所
と
な
っ
た
。
そ
の
所
在
を
調
査
し
た
辻
彦
三
郎
べ
き
こ
と
、
嵯
峨
中
院
の
地
を
為
相
に
譲
る
こ
と
な
ど
、
一

古
今
集
の
本
文
研
究
に
袢
益
す
る
所
は
は
か
り
知
れ
ま
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
あ
る
い
は
一
巻
あ
る
い
は
数
行
一
た
ん
為
氏
に
譲
っ
た
も
の
を
、
悔
い
返
し
て
改
め
て
，
、

と
分
れ
て
所
在
の
知
ら
れ
る
も
の
が
百
七
十
二
点
に
及
為
相
に
与
え
る
と
い
う
、
か
な
り
無
理
な
内
容
で
あ
る
。
一

後
撰
和
歌
集
に
も
諸
本
が
あ
る
が
、
定
家
本
は
そ
の
ぶ
と
い
う
。
今
回
は
冷
泉
家
に
残
さ
れ
た
五
十
六
巻
が
時
に
為
家
は
七
十
歳
を
超
え
た
老
齢
で
あ
る
。
幼
少
の

中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
の
定
家
本
に
も
各
年
世
に
出
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
写
本
や
推
測
に
為
相
へ
の
偏
愛
に
お
ぽ
れ
た
心
の
動
揺
が
、
し
ど
け
な

代
の
書
写
本
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
天
福
二
年
(
―
二
よ
っ
て
構
成
し
た
明
月
記
像
を
完
全
に
確
認
す
る
こ
と
い
筆
跡
に
あ
ふ
れ
出
て
、
あ
わ
れ
さ
を
覚
え
る
。
し
か

三

四

）

本

が

定

家

の

証

本

で

あ

っ

た

と

い

う

。

今

度

発

が

で

き

る

の

で

あ

る

。

し

、

こ

れ

が

冷

泉

家

が

歌

道

の

家

と

し

て

存

続

し

た

基

見
さ
れ
た
定
家
自
筆
本
は
天
福
二
年
三
月
二
日
に
書
写
定
家
の
子
息
為
家
の
自
筆
譲
状
四
通
も
冷
泉
家
の
所
盤
に
な
っ
て
い
る
と
思
え
ば
、
冷
泉
家
に
と
っ
て
は
貴

し
、
同
年
四
月
藤
原
行
成
の
筆
写
本
を
も
っ
て
校
合
し
領
や
記
録
文
書
の
伝
領
に
関
す
る
貴
重
な
根
本
史
料
で
重
き
わ
ま
り
な
い
証
拠
書
類
で
あ
る
。

た
旨
を
記
し
た
奥
書
を
も
ち
、
さ
ら
に
そ
の
末
に
為
家
あ
る
。
明
月
記
は
為
家
が
譲
り
受
け
、
為
家
は
そ
れ
を
こ
う
し
た
宝
物
類
を
一
々
述
べ
て
い
た
ら
き
り
は
な

が
為
相
に
対
し
て
譲
与
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
後
妻
阿
仏
尼
の
生
ん
だ
為
相
に
譲
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
い
。
今
後
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
を
研

い
う
、
正
し
く
冷
泉
家
の
秘
本
で
あ
る
。
天
福
二
年
本
の
証
と
し
て
上
記
辻
氏
の
著
書
で
は
保
阪
潤
治
氏
所
蔵
究
活
用
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て

と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
転
写
本
で
し
か
用
い
る
こ
と
の
為
家
譲
状
案
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
通
が
一
紙
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
と
い
う
私
見

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
自
筆
本
が
発
見
さ
れ
た
に
書
か
れ
、
前
半
の
一
通
は
宛
所
を
欠
き
、
後
半
の
一
を
記
し
て
、
こ
の
蕪
文
の
し
め
く
く
り
と
す
る
。

坂

本

冷

泉

家

の

文

化

財

太

郎

（
東
京
大
学
名
迂
教
授
）

け
て
何
回
か
開
か
れ
、
設
立
の
趣
旨
、
役
員
の
選
定
、

基
本
財
産
の
調
達
な
ど
一
通
り
の
作
業
が
順
調
に
進
み
、

五
十
五
年
四
月
、
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
設

立
が
認
可
さ
れ
た
。

財
団
の
寄
付
行
為
の
目
的
に
は
「
公
家
屋
敷
で
あ
る

冷
泉
家
の
建
物
及
ぴ
そ
の
環
境
並
び
に
冷
泉
家
伝
来
の

典
籍
及
ぴ
古
文
書
類
の
保
存
及
ぴ
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
冷
泉
流
歌
道
と
関
連
諸
行
事
を
継
承
保
存
し
、
公

開
し
、
及
ぴ
普
及
を
行
い
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
振
興
、

学
術
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
財
団
が
保
存
を
図
る
対
象
は
、
典
籍

文
書
だ
け
に
は
限
ら
な
い
。
現
存
す
る
唯
一
の
公
家
屋

敷
と
し
て
冷
泉
家
の
建
物
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

京
都
御
所
と
今
出
川
通
を
隔
て
た
北
側
に
、
同
志
社

大
学
の
近
代
建
築
の
間
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
、
ひ
っ
そ

り
と
静
ま
る
冷
泉
家
の
邸
宅
は
、
本
瓦
葺
の
表
門
に
切

妻
作
り
の
玄
関
、
入
母
屋
作
り
の
座
敷
、
切
妻
作
り
の

台
所
な
ど
か
ら
成
り
、
い
か
に
も
公
家
の
邸
ら
し
い
悠

揚
迫
ら
ぬ
趣
を
呈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
玄
関
の

式
台
は
並
み
の
家
の
そ
れ
よ
り
か
な
り
高
か
っ
た
。
第

一
回
発
起
人
会
の
と
き
、
機
智
に
富
ん
だ
入
江
相
政
氏

は
、
「
敷
居
が
高
い
と
は
こ
の
こ
と
で
す
な
」
と
言
っ
て
、

み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
高
か
っ
た
敷
居

を
私
ど
も
庶
民
も
昇
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

喜
ぴ
を
改
め
て
し
み
じ
み
と
感
じ
た
。
こ
の
建
物
は
五

十
六
年
十
一
月
に
開
か
れ
た
文
化
財
保
護
審
議
会
で
住

宅
建
築
と
し
て
、
国
の
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う
答
申

せ
ら
れ
た
。
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定

価

年
間
購
読
料

八

0
円
（
送
料
四
五
円
）

、
一
六

0
円
（
送
料
共
）

編

集

後

記

0
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
関
東
地
方

は
好
天
に
恵
ま
れ
た
初
春
で
し
た
。
今
年
は
戌

年
。
十
二
支
に
鼠
、
牛
、
虎
な
ど
の
よ
う
に
動

物
を
あ
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
国
の
後
蔽

の
頃
か
ら
と
か
。
戌
年
生
れ
の
性
格
は
、
「
義
務

を
守
り
、
正
直
に
、
人
の
た
め
に
は
蔭
ひ
な
た

な
し
云
々
」
（
二
荒
神
社
暦
）
と
あ
り
ま
す
。

0
巻
頭
に
は
、
前
文
化
財
保
護
審
識
会
会
長
の

坂
本
太
郎
氏
に
、
冷
泉
家
の
文
化
財
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
専
門
家

に
よ
る
古
文
書
等
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
成
果
が
期
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
冷

泉
家
住
宅
の
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
は
十
六
ぺ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
｀

0
近
年
国
際
化
の
中
で
文
化
や
情
報
の
交
流
の

必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
と

外
国
人
の
行
動
様
式
、
発
想
の
違
い
が
言
わ
れ

た
り
し
ま
す
が
、
小
林
善
彦
氏
の
随
想
＂
仲
直

り
の
す
す
め
“
は
大
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
す
。

(

O

)
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E
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(
0
三
）
二
六
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ニ
ー
四
一
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代
表
）
一

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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9
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「
文
化
庁
月
報
」
一
月
号

（
通
巻
第
一
六

0
号）

昭
和
5
7年
1

月

2
5日
印
刷
•
発
行

編

集

文

化

庁

-TIOO
東
京
都
干
代
田
区
設
が
関

3
丁
目

2
番

2
号

発

行

所

株

式

会

社

き

ょ

う

せ

い

本
社
＿
F104
束
京
都
中
央
区
銀
座

1
丁
目
4
番

12
号

営
業
所
〒
囮
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町
52番
地

電
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
ニ
ー
四

l

（
代
表
）

振
替
口
座
東
京
九
ー
一
六
一
番

印
刷
所
齢
行
政
学
会
印
刷
所
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